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考え学ぶ英文法

「あらためて英文法を勉強しよう！」

　テレビによく出ているある若者が「英文法が嫌いだったが，会話本
で例文 500覚えたら，あらためて英文法を勉強しようと思った。そして
勉強してみると今度は，英文法がなるほど，そういうことだったのかと
納得できるようになった」と書いていました。
　思い起こせば私も，今よりはるか遠い昔，熊本の山奥で中学高校生
だった頃，「ベラベラブック」こそありませんでしたが，重要構文をひ
たすら音読して，文字を見ずにそれを言うことができました。当時も（今
も），よりたくさんの英語の語彙と表現を覚えれば大学に合格できると
いう現実がありました。
　さて，そのようにして英文を機械的に言うことができたとしてもはた
して，本当に世界の人 と々語ることができるのでしょうか？ 

　私は機会あって，大学に入る前に米国に一年暮らすことになりまし
た。渡米数日後，近所の五歳ぐらいの男の子が私に言った次の言葉の
中の someは今でも忘れられません。 

“Teach me some judo.”

私は「この SOMEは何だ？？？？」と思いながら，技を教えました。
　それから，数十年たち，私もしっかり英文法を勉強し直し，今では
この子の言いたかったことがわかります。この子は「judo=柔道という
ものを（すべて），教えてくれ」と言っていたのではありません。「柔道
の技の一部＝ some」を教えてくれ，と言っていたのです。
　この「someとは何か？」は，この本が取り上げている項目のほん
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の一例です。みなさんが以前使った「文法書」と異なり，この本はた
だ例文を並べるのではなく，必ず各項目で「なぜそうなるのか」「どう
違うのか」「なぜ，ひかえめでていねいな表現なのか」「どういうイント
ネーションで話すのか」と，問題提起をしながら，英語を使うための
規則，すなわち英文法を「考え学ぶ」ように組み立てられています。

<<この本を読めばわかること>>

① 英語の動詞と日本語の動詞の違いは何か。
② to do/～ ing/～ edの表す時はいつか？
③ 時制とそれが表す時は同じではない。聞き手との関係において形が
異なる。過去形や進行形はていねいさ，ひかえめを表す。
④ someは「あるとみなす」，anyは「どれと決まらない」。
⑤ 文中には現れない話し手の（発話時の瞬間の）心の態度に着目す
ること。法助動詞，仮定法，副詞，分詞構文などが英語の文の中
でどのようや役割を担っているのか。
⑥ SVOCの解釈ばかりするのではなく，文の構造を「主題̶焦点」
という話し手の主観に立ってとらえる。
⑦ 旧情報は文頭に，新情報は文末に置く，という傾向を知っていれば，
前の文で何が語られたかによってこれから何を文頭に置くかがわか
る。
⑧ 話し手の意志や感情は，イントネーションや発音の強弱によっても
変わる。

⑨ 英語には地域差があり，ある国の英語だけが絶対ではない。
⑩ 英語の名詞は，それが表すものに区切りがあるかどうかで冠詞も決
まってくる。
⑪ 前置詞の「基本的な意味（位置）」から「抽象的意味」を考えると
理解しやすい。

　ページ数に限りがあるので詳しい説明を割愛せざるをえなかった項目
（「文の働き」や「話法」）もありますが，この本を読めば，英文法に
ついてほぼ全体を，学生時代の英文法学習とは違った新しい視点で学
ぶことができます。「受け身」については，第６章「主題と焦点」の中
に取り上げてあります。それでは皆さん，
　Happy learning!

2003 年立春
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